
田山花袋－自然主義の文豪 関連資料リスト
図書館講座「郷土にかがやくひとびと－大正編－」

第1回 6月11日（金 「田山花袋 － 自然主義の文豪」連動展示）

群馬県立図書館 調査相談室

明治4年（1871）－昭和5年（1930） 小説家。田山花袋（たやまかたい）略歴

邑楽郡館林町で館林藩士の次男に生まれる。本名録弥（ろくや）。 西南戦争で父を亡くし、家計を助けるため

書店などへ奉公に出るが1年で復学。藩儒の元で漢詩などを学び、一家で上京する14歳まで館林で過ごす。その後

和歌や英語を学び、柳田国男等と出会い、次第に文学を志す。19歳で初の小説『瓜畑』を発表。やがて『文学界』

同人となり藤村や独歩と交わる。紀行文が認められ博文館に入社。週刊誌の編集でゾラ、モーパッサン等を研究

紹介。写真班として日露戦争に従軍し森鴎外に会う。 この頃から、「真実」を描くために物事を客観的に捉える

自然主義を意識し、評論『露骨なる描写』などを発表。博文館『文章世界』の編集主任を務める傍ら、35歳で発表

した『蒲団』の赤裸々な表現が文壇に衝撃を与え、自然主義文学の旗手となる。『生』『妻』『縁』に続き、長編の

『田舎教師』で文豪として名声を高め、晩年には歴史小説や心境小説に取り組んだ。享年60歳。

（書名 著者名 出版者 出版年 請求記号 貸出用有に○）【図書】
上毛新聞社 1979 K030 G94 ○ p605-606 田山花袋『群馬県百科事典』

煥乎堂 1982 K216 +ﾄ29 ○ p127-129 作家・田山花袋 肖像あり『目で見る群馬の１００年』

伊香保町教育委員会編 伊香保町 1970 02 K251 ﾃ0X ○ p.796 田山花袋『伊香保誌』

田山花袋と館林館林市教育委員会編 館林市立図書館編 館林市教育委員会 2000『館林双書』第28巻
K272 TA94 2(28) ○

館林市誌編集委員会編 館林市 1969 K272 TA94.1 2(2) ○ p.1147-1162 田山花袋『館林市誌』〔第２〕歴史篇

平凡社 1981 281.08 ﾄ14 (17) ○ p1.-190 「東京の三十年」 田山花袋著『日本人の自伝』 17

萩原進著 第一法規 1978 K281.3 ﾃ8X ○ p.155-156 田山花袋『郷土歴史人物事典群馬』

〔東京新聞編〕 東京新聞前橋支局 1981 K281.3 ﾄ1Z ○ p.40 田山花袋『上州の顔 歳時記』

〔上毛新聞社編〕 上毛新聞社 1982 K281.3 ﾄ2Y ○ p.339-340 田山花袋『群馬県人名大事典』

群馬県青少年室編 群馬県 1968 K281.4 G94.1 (1) p.44-56 文豪田山花袋『郷土史にかがやく人々』第１集

正木四郎編 監修：萩原進 群馬県警察本部 1963 K281.4 MA61 ○『上毛人物めぐり』
p.365-370 明治の文豪 田山花袋

群馬県教育委員会編 群馬県教育委員会 1985 K281.4 ﾄ53 (1) ○『郷土に光をかかげた人々』１巻
p.247-252 田山花袋

館林町役場編 館林町役場 1940 K287 TA94 ○ p.181-184 田山花袋『館林人物誌』

青木源作編著 足利 青木源作 1995 K287 ﾅ5Z ○ p.113-114 田山花袋『邑楽・館林人名事典』

（群馬県立歴史博物館テーマ展示） 群馬県立歴史博物館編Ⅰ 群馬県立『群馬の肖像 顔は歴史を語る』
歴史博物館 2004 K289 +ﾆ41 (1) ○

田山花袋著 伊香保町（北群馬郡） 小林美晴 1908 02 K295.1 ｼ88『伊香保温泉誌』

田山花袋著 日本温泉協会代理部 1917 02 K295.1 ｿ06『伊香保案内』

博文館 K902 ｼ69『文章世界』
第9巻第3号（大正3年3月号）「社会劇と印象派」田山花袋、第10巻第13号「ある友に寄する手紙」、
第12巻第1号「をばさんのImage」、第11巻第2号「障子にうつる影」、第11巻第4号「垣に沿った道」、
第11巻第8号「山の生活」、第12巻第2号「家鴨の水かき」、第12巻第4号「田山花袋論」「晴れた日の午前」、
第12巻第6号「能所不二」、第13巻第1号「悪友？」、第13巻第10号「秋海棠」、第14巻第8号「河の印象」「瀧」、
第14巻第11号「月明夜々」、第15巻第2号「裾野のたき火」

進藤長作著 進藤完治編著 平沢禎二編著 進藤完治 1970 K902.8 TA98 2『遺稿 田山花袋の少年時代』

小林一郎〔著〕 桜楓社 1976-1984 K902.8 TA98 4(1)～4(10)『田山花袋研究』
(1)館林時代 (2)博文館入社へ (3)博文館時代1 (4)博文館時代2 (5)博文館時代3

(6)「危機意識」克服の時代1 (7)「危機意識」克服の時代2 (8)「危機意識」克服の時代3

(9)歴史小説時代より晩年 (10)年譜・索引篇

羽生郷土研究会編 羽生郷土研究会 1976 K902.8 TA98 5『「田舎教師」と羽生』

博文館 K902.8 TA98 ｻ95 p.122-130 「伊良湖半島」田山花袋『太陽』5巻10号

田山花袋編 博文館 1901 K902.8 TA98 ｼ1Z『日本名勝地誌』第11編 琉球之部

反省社 1908 K902.8 TA98 ｼ85 p.82-92 「田山花袋論」 徳田秋声 著『中央公論』第23年第5号（通巻230号） 〔ほか〕

中根駒十郎編 新潮社 1924 02 K902.8 TA98 ｾ4X『新潮』大正13年10月号第41巻第4号
p.48-80 「創作批評の現状」 田山花袋、芥川龍之介[ほか] p.152-160 「人生の伴侶」田山花袋

東京堂 1955.9 K902.8 TA98 ﾁ59 特集：「独歩・花袋の研究」『明治大正文学研究』季刊 第１７号

岩永胖著 白楊社 1956 K902.8 TA98 ﾁ64『田山花袋研究』



柳田泉著 春秋社 1957 K902.8 TA98 ﾁ71-1『田山花袋の文学』１ 花袋文学の母胎

柳田泉著 春秋社 1958 K902.8 TA98 ﾁ71-2『田山花袋の文学』２ 少年花袋の文学

學燈社［編］ K902.8 TA98 ﾁ81『國文學 解釈と教材の研究』第3巻第2号 1958年2月号
p.69-73 自然主義作家研究「田山花袋」小林一郎 p.100-103 教授上の問題点「田舎教師」宮城達郎

和田芳江著 講談社 1958 K902.8 Ta98 ﾁ8X『おもかげの人々 名作のモデルを訪ねて』
口絵ページに『蒲団』の芳子のモデル岡田美千代の肖像有 p.209-226 「田山花袋作『蒲団』の芳子」

小林一郎著 増補版 創研社 1969 K902.8 TA98 ﾂ91 「田舎教師」のモデル日記原文と解読所収『田山花袋』

奥付の書名：「虚構の可能性 田山花袋の研究」 岩永胖著 桜楓社『自然主義文学における虚構の可能性』
1974 K902.8 TA98 ﾃ97

花袋研究会編 教育出版センター 1980 K902.8 TA98 ﾄ0Y『愛と苦悩の人・田山花袋』

相葉伸編集代表 執筆：市川為雄ほか 昭和43年刊の復刻版 みやま『花袋とふるさと』（みやま文庫29）
文庫 1981 K902.8 TA98 ﾄ11 ○

館林市教育委員会文化振興課編 館林市 1991-1996 902.8 TA98 ﾄ1Z-1 ○『田山花袋記念館研究叢書』
第１巻 田山花袋宛柳田国男書簡集、第２巻 「蒲団」をめぐる書簡集、第３巻 花袋周辺作家の書簡集、

第４巻 花袋周辺作家の書簡集２、第５巻 田山花袋宛書簡集

至文堂編 1982.7 K902.8 TA98 ﾄ27『国文学解釈と鑑賞』第47巻第8号通巻606号 特集：独歩と花袋

小林一郎著 新典社 1982 K902.8 TA98 ﾄ2Z『田山花袋 自然主義作家』（日本の作家４３）
田山花袋の肖像あり p.9-11 田山家略系図 p.269-278 略年譜

文学研究パンフレットの会 昭和59年12月 K902.8 TA98 ﾄ4Z-1『文学研究パンフレット花袋とその周辺』創刊号

館林市立図書館編 館林市立図書館 1987 K902.8 TA98 ﾄ73 ○『田山花袋関係図書目録 昭和61年3月現在』

〔館林市教育委員会編〕 館林教育委員会文化振興課 1987 K902.8 TA98 ﾄ73『田山花袋記念館』

館林市教育委員会 1987-2000 K902.8 TA98 ﾄ83-1～ﾄ83-5 ○『田山花袋記念館年報』1-5号

館林市教育委員会 2001-2003 K902.8 +TA98 ﾄ83-6～ﾄ83-7 ○『田山花袋記念文学館年報』6,7号

宮内俊介著 桜楓社 1989 K902.8 TA98 ﾄ93 ○『田山花袋書誌』

田山花袋記念館編 田山花袋記念館 1989 K902.8 TA98 ﾄ93-1,2『田山花袋記念館収蔵資料目録』1,2

田山花袋記念館 1988-2000 K902.8 TA98 ﾄ93-1～ﾄ93-13 ○『田山花袋記念館研究紀要』

田山花袋記念文学館 2001-2008 K902.8 TA98ﾄ93-14～ﾄ93-21 ○『田山花袋記念文学館研究紀要』

小林一郎［ほか］著 上毛新聞の連載記事複写 1992 K902.8 TA98 ﾅ21『文豪の友と戦争 もうひとつの田山花袋像』

和装 〔館林〕 〔程原健〕 1995 K902.8 TA98 ﾅ5X ○『田山花袋周辺の系譜』

岸規子〔著〕 「解釈 国語・国文教育」 第44巻第1号通巻54号『田山花袋ノート 「ネギ一束」を中心に』
特集近代・現代」ｐ18-23の複写 〔1998.2〕 902.8 TA98 ﾅ82

岸規子著 双文社出版 2003 K902.8 TA98 ﾆ3X『田山花袋作品研究』

宮内俊介著 双文社出版 2003 K902.8 TA98 ﾆ3X p.433-439 田山花袋関係著作年譜『田山花袋論攷』

沢豊彦著 菁柿堂 2005 K902.8 TA98 ﾆ53『田山花袋と大正モダン』

田山花袋記念文学館編 田山花袋記念文学館 2006 K902.8 TA98 ﾆ63 ○『田山花袋作和歌目録』

五井信著 勉誠出版 2008 K902.8 TA98 ﾆ8Y『田山花袋』（日本の作家100人）

渡邊正彦著 「湘南文学 第43号」（東海大学日本文学会）『花袋と鴎外 その通時的関係－覚え書（一）』
の抜刷 〔2009.3〕 K902.8 TA98 ﾆ93

上毛新聞社編 群馬県立土屋文明記念文学館 1998 K902.8 ﾅ83 ○『ぐんまの文学ガイド』

土屋文明記念文学館編 塙書房 1998 K902.8 ﾅ86 ○ p.148-149 「田山花袋」 渡邉正彦『群馬の作家たち』（塙新書74）

程原健編著 上毛新聞社 2000 K903 ﾆ05 ○『花袋書目 書影』

群馬県立女子大学国語国文学会編 905 G94.2 (8) ○『群馬県立女子大学国文学研究』
第8号「一兵卒」論Ⅱ－戦争文学としての評価 渡邉正彦、第12号「蒲団」と「女学生堕落物語」、第15号「重右
衛門の最後」論－人と水の闘争、第16号「重右衛門の最後」再論－異人論的視座から、第20号田山花袋の描写
に関する一考察－「明治三十七年懐中日記」より 阿部咲子、第24号「断流」の世界 渡邉正彦、第25号「ふる郷」論

群馬県立土屋文明記念文学館編 K906 +ﾅ67 (16) ○ p.5 田山花袋『企画展 第１６回 群馬の詩人』

田山花袋記念文学館［編］ 館林市教育委員会文化振興課（田山花袋記念文学『戀と恋－「蒲団」での挑戦』
館） 田山花袋記念文学館開館20周年記念『蒲団』発表100年記念 展示 2007 K906 +ﾆ7X

（企画展）展示 田山花袋記念文学館［編］ 館林市教育委員『花袋と柳田国男 国男の手紙と花袋の作品』
会文化振興課 2002 K906 +ﾆ24 ○

（特別展）展示 田山花袋記念文学館［編］ 館林市教育委員会文化振興課 2002 K906 +ﾆ2X ○『花袋とふるさと』

（特別展）展示 田山花袋記念文学館〔編〕 館林市教育委員会文化振興課『花袋と与謝野晶子 その恋愛観』
2003 K906 +ﾆ3Y ○

館林市教育委員会文化振興課編 2004 K906 +ﾆ4X『花袋著書の装幀と挿絵 程原コレクションを軸に』

田山花袋著 館林市教育委員会文化振興課 1997 K908 TA98 ﾅ7Y-1 ○『梅雨のころ』（ ）田山花袋作品集1

田山花袋著 館林市教育委員会文化振興課 1997 K908 TA98 ﾅ7Y-2 ○『幼き頃のスケッチ』（田山花袋作品集2）



田山花袋 田山花袋著 平岡敏夫編 伊藤信吉監修 群馬県立土屋文明記念文『群馬文学全集』第１巻
学館 1999 K908 ﾅ91 (1) ○

伊藤整著 講談社 1971 910.2 I91 (11)(12) ○『日本文壇史』11自然主義の勃興期 12自然主義の最盛期

川副国基著 誠信書房 1957 910.26 Ka98 ○ p.51-70 自然『日本自然主義の文学 およびその周辺』
主義の小説－藤村と花袋を中心に p.211-221 「文章世界」東京の三十年<抄>/私の経験 田山花袋著 相馬庸郎編

日本文学研究資料刊行会編『自然主義文学 国木田独歩・田山花袋・徳田秋声』（日本文学研究資料叢書）
有精堂 1975 910.26 SH93 ○ p.110-216 田山花袋

○『作家の自伝』（シリーズ・人間図書館25） 田山花袋 佐伯彰一[ほか]監修 日本図書センター 1995 910.26 ﾅ4X (25)

吉田精一[ほか]編著 三省堂 1978 910.268 SH45 8 ○『藤村 花袋』（増補国語国文学研究史大成13）

宮内俊介著 双文社出版 2003 910.268 TA98 32 ○『田山花袋全小説解題』

沢 豊彦著 沖積舎 1996.11 910.268 TA98 ﾅ6Y ○『田山花袋の詩と評論』（ちゅうせき叢書25）

加藤秀爾編 大空社 1998 910.268 TA98『田山花袋『蒲団』作品論集成』1-3 （近代文学作品論叢書5）
ﾅ87-1～ﾅ87-3 ○

田山録弥著 春陽堂 1918 K911.6 TA98『花袋歌集』

宮入鳴雄編 長野 あさま編纂部 1925 K911.6 TA98 ｾ57 p.68-69「浅間温泉の歌」 田山花袋『浅間温泉』

田山花袋著 復刻版 東洋書院 2007 915.6 TA98 ﾆ7Z-1 ○『田山花袋の日本一周』前編 中編 後編
前編 近畿・東海、中編 中国・九州・四国、後編 関東・東北・北海道

田山花袋著 博文館新社（博文館 大正13年刊の復刻版） 1991 916 TA98 ﾅ1Z ○『東京震災記』

田山花袋著 花袋全集刊行会 1923-1924 918.6 TA98 (1) ○『花袋全集』 第１巻～第12巻

田山花袋著 復刻 文泉堂書店 1973-1974 918.6 TA98 2(1) ○『田山花袋全集』第1巻～第16巻，新輯別巻

田山録弥著 定本花袋全集刊行会編 内外書籍昭和11年刊の復刻『定本花袋全集』第1巻～第28巻、別巻
臨川書店 1993 918.6 TA98 ﾅ34-1～ﾅ34-29 ○

田山花袋著 忠誠堂 1915 K930 TA98『椿』

田山花袋著 大東出版社 1941 K930 TA98 2『近代の小説』（大東名著選19）

田山花袋著 金星堂 1933 K930 TA98 4『小説の作法』

田山花袋著 中央公論社 1935 K930 TA98 5『百夜』

田山花袋著 南郊社 1921 K930 TA98 6『２と３』（現代傑作選集 第１編）

田山花袋著 隆文館（発売） 1905 K930 TA98 ｼ57『草枕』

田山花袋著 春陽堂 1932 K930 TA98 ｿ2Y『近代の小説』（春陽堂文庫33）

田山花袋著 博文館 1906 K930 TA98 C6Y『美文作法』（通俗作文全書 第３編）

石橋助三郎編 成春社 1892.1 K936 TA98 ｻ21 p.12-16 「寺の秋」 古桐軒主人（田山花袋）著『千紫万紅』第７号

田山花袋著 新声社 1899 02 K936 TA98 ｻ99『ふる郷』

博文館 1903 K936 TA98 ｼ3X p.118-127 「島の墳墓」田山花袋『太陽』第9巻第11号

田山花袋著 左久良書房 1909 K936 TA98 ｼ93『花袋集』第２

田山花袋著 籾山書店 1911 K936 TA98 ｽ18『花袋集』

富山房 1914.2 K936 TA98 ｽ42 p.162-175 「ある母の眼病」田山花袋『新日本』 第４巻第２号

田山花袋著 春陽堂 1916 K936 TA98 ｽ6X『野の花』（名家傑作集 第６編）

田山花袋著 春陽堂 1918 K936 TA98 ｽ8Z『灯影』

田山花袋著 春陽堂 1919 K936 TA98 ｽ92『残雪』

田山録弥著 春陽堂 1920 K936 TA98 ｾ01『女の留守の間』

田山花袋著 玄文社 1921 K936 TA98 ｾ11『くれなゐ』

田山花袋著 春陽堂 1921 K936 TA98 ｾ19『赤い実』

田山花袋著 金星堂 1925 K936 TA98 ｾ51『源義朝』

田山花袋著 聚芳閣 1925 K936 TA98 ｾ5Y『アカシヤ』

田山花袋著 金星社 1926 K936 TA98 ｾ61『通盛の妻』

婦人之友社[編] 東京 婦人之友社 1927.3 K936 TA98 ｾ73『婦人之友』 Vol.21 No.3

大阪毎日新聞社編 東京日日新聞社編 大阪毎日新聞社 1928 K936 TA98 ｾ88 室戸岬 田山花袋著『日本八景』 p.119-156

田山花袋著 改造社 1930 K936 TA98 ｿ02『田山花袋集』 （現代日本文学全集１７）

田山花袋著 付：「残雪」 「新しき芽」 新潮社 1930 K936 TA98 ｿ05『恋の殿堂』

田山花袋著 聖紀書房 1942 K936 TA98 ﾀ2Z『通盛の妻』（名作歴史文学）

田山花袋著 中村光夫編 東方書局 1946 K936 TA98 ﾀ64 ○『田山花袋集』 （近代日本文学選）

田山花袋著 春陽堂 1947 K936 TA98 ﾀ7Y『蒲団』（春陽選書）

田山花袋顕彰会編 田山花袋顕彰会 1949 K936 TA98 ﾀ9X『花袋文学読本』

田山花袋著 新潮社 1952 K936 TA98 ﾁ28『田舎教師』（新潮文庫）

田山花袋著者代表１ 日本近代文学研究会編集 河出書房『現代日本小説大系』 第11巻 自然主義
1954 K936 TA98 ﾁ4Z



田山花袋著 筑摩書房 1955 K936 TA98 ﾁ55 p.422-427年譜『現代日本文学全集』９ 田山花袋集

田山花袋作 館林市教育委員会 1982 K936 TA98 ﾄ2X『薄月 文化財総合調査誌』

田山花袋作 小林一郎解説 雄山閣 1986 K936 TA98 ﾄ64 ○『道綱の母』

田山花袋著 藤牧徹也写真 青山出版社 2008 K936 TA98 ﾆ8Y『少女病』

田山花袋著 博文館 1910 02 K946 TA98 ｽ0Z『花袋文話』

田山花袋著 新詩壇社 1925 K946 TA98 ｾ5Y『長編小説の研究』

田山花袋著 博文館 1928 K946 TA98 ｾ85『花袋随筆』

監修解説：平岡敏夫 田山花袋著 大正６年博文館刊の復刻『東京の三十年』 （明治大正文学回想集成２)
日本図書センター 1983 K946 TA98 ﾄ34

田山録弥編 博文館 1905 02 K956 Ta98『第二軍従征日記』

田山花袋著 博文館 1918 K956 TA98 2『一日の行楽』

田山花袋著 博文館 1930 K956 TA98 3『山水百記』

田山花袋著 小杉未醒著 （大分県）日田商工会 1927 K956 TA98 4『水郷日田 附博多久留米』

田山花袋著 隆文館 1905 K956 TA98 ｼ56『旅すがた』

田山録弥著 服部書店 1906 K956 TA98 ｼ68『日本新漫遊案内』

田山花袋編 博文館 1913 K956 TA98 ｽ31『新撰名勝地誌』第１巻

田山花袋著 春陽堂 1917 K956 TA98 ｽ79『山へ海へ』

田山花袋著 富田文陽堂 1918 K956 TA98 ｽ87『山行水行』

田山花袋著 増補版 富田文陽堂 1918 K956 TA98 ｽ89『山水小記』

田山花袋著 博文館 1919 K956 TA98 ｽ97『温泉めぐり』

田山花袋著 博文館 1920 K956 TA98 ｾ06『山水処々』

田山花袋著 博文館 1920 K956 TA98 ｾ09『旅と紀行文』

西の巻，東の巻 田山花袋著 中沢弘光著 金星堂 1922 K956 TA98 ｾ22，ｾ25『温泉周遊』

第２輯，第３輯 田山花袋著 博文館 1923 K956 TA98 ｾ30-2，ｾ30-3『花袋紀行集』

田山花袋著 博文館 1925 K956 TA98 ｾ56『旅の話』

文芸進路社 1926.3 K956 TA98 ｾ63 p.30-31「一景二景」田山花袋著『文芸道』第１巻第１号（創刊号）

田山花袋著 大日本雄弁会 1926 K956 TA98 ｾ6X『花袋行脚』

田山花袋著 博文館 1926 K956 TA98 ｾ6X『東京近郊一日の行楽』

田山花袋著 実業之日本社 1927 K956 TA98 ｾ76『耶馬渓紀行』

田山花袋著 博文館 1927 K956 TA98 ｾ78『古人の遊跡』

田山花袋著 博文館 1927 K956 TA98 ｾ7Y『海をこえて』

田山花袋著 改訂増補 博文館 1926 04（高橋文庫） K956 TA98 ﾀ77『温泉めぐり』

高木角次郎編 伊香保書院（徳富蘆花記念文学館内） 1919年刊（東京神田仲猿楽町）の『伊香保みやげ』
復刻 1996 K956 ﾅ6X ○

田山録弥著 博文館 1918 E-01893（住谷文庫）『池大雅』（少年読本 第16編）

【雑誌】
1969.8, 1973.11～ 1980.4, 1983.12 田山花袋研究会〔編〕『田山花袋研究会会報』 第1号 第7号 第13号 第16号

館林 田山花袋研究会 改題後誌：田山花袋研究会報

月刊郷土文化誌 関口ふさの編 高崎 あさを社 1988.8『上州路』 第15巻8月号通巻172号
特集 田山花袋

1991年9･10月号 東京 群馬出版センター［編］『群馬風土記』 第5巻第5号通巻24号
p.93-98 文豪 田山花袋－日本自然主義文学の確立者（東京のなかの上州 第15回）

群馬県企画 上毛新聞社編 1968『グラフぐんま』 第16号（群馬百年記念特集号）
p.45 自然主義の確立 田山花袋

2008.12 群馬県教育振興会編 前橋 群馬県教育振興会『季刊ぐんま』 No.97
p.60-65 自然主義文学の旗手 田山花袋

【インターネット情報資源】
田山花袋記念文学館
http://www.city.tatebayashi.gunma.jp/bunka/06_kine/06_kine.htm

（国立国会図書館）近代デジタルライブラリー
http://kindai.ndl.go.jp/

（ウィキペディア）田山花袋
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E5%B1%B1%E8%8A%B1%E8%A2%8B


